
 
 
 

平成 20 年度（2008 年度）第７回 
 

中野区都市計画審議会説明資料 
 
 
 
 

目  次 
 
 
 【 諮 問 事 項 】 

   １．東京都市計画 高度地区 の変更について ･･･････････････････････ １ 

   ２．東京都市計画 防火地域及び準防火地域 の変更について ･････････ １ 

 
 
 【 報 告 事 項 】 

   １．警察大学校等跡地に係る都市計画の変更について ･･････････････ 別紙 

   ２．中野区都市計画マスタープラン改定に係る 
                   第三回意見交換会について ･･････ 別紙 
 
 
 
 

平成 21 年（2009 年）2 月 12 日 

中野区都市計画審議会事務局 
 
 



 平成 21(2009)年 2 月 12 日 
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都市整備部南部地域まちづくり担当 

 
 

東京都市計画高度地区の変更について（中野区決定） 

東京都市計画防火地域及び準防火地域の変更について（中野区決定） 

 
１．変更概要 
  中野区弥生町一・三・四丁目、南台一・二丁目の各地内において、高度地区（最低限度７ｍ

の指定）の変更をするとともに、準防火地域（新たな防火規制区域）を防火地域に変更する。 
 
２．理 由 

中野区都市計画マスタープラン（平成１２年３月）では、地震災害に強いまちづくりを進め

ていくために、災害危険度の高い地域の改善や防災基盤施設の整備等に努めるとしている。 
また、広域避難場所である東京大学教育学部附属中等教育学校一帯の周辺地区は、東京都の

「防災都市づくり推進計画」で、重点整備地域に指定されている「中野南台地区」の中心に位

置しており、震災時に延焼遮断帯や避難路となる道路整備をするとともに、建物の耐震や不燃

化を推進することとしている。 
このことから、東京大学教育学部附属中等教育学校周辺地区の建物の不燃化を促進するため、

平成２１年度より都市防災不燃化促進事業を導入する。 
このような背景を踏まえ、都市防災と土地利用上の観点から検討した結果、面積約２０．３

ｈａの高度地区（最低限高度７ｍの指定）と面積約１５．６ｈａの防火地域及び準防火地域の

区域を変更する。 
  
３．変更内容 
 高度地区の変更 

・最低限高度地区７ｍの新規地区指定（約２０．３ｈａ） 
・建築基準法改正等に伴う最高限高度地区の緩和に関する記述の修正 

防火地域及び準防火地域 
・準防火地域の一部を防火地域に変更（約１５．６ｈａ） 

 
４．経過及び今後のスケジュール 
平成２０年１２月 ５日  東京大学教育学部附属中等教育学校周辺地区の都市計画変更の 

素案説明会 
      １２月１７日 都市計画案決定 

１２月２２日 都知事への協議申請 
平成２１年 １月１３日 都知事同意 
      １月１５日 都市計画案の公告・縦覧及び意見書収集（２週間） 

↓    縦覧（中野区）・・・・・１名 
１月２９日 意見書の提出・・・・・・・・・なし 
２月１２日 中野区都市計画審議会 諮問 
３月 ２日 都市計画決定（告示）予定 
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東
京
都

市
計
画
高
度
地
区
の
変
更
（
中
野
区
決
定
）

 
 都
市
計
画
高
度
地
区
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

 
面
積
欄
の

( 
)内

は
変
更
前
を
示
す
。

                                                
「
種
類
、
位
置
及
び
区
域
は
、
計
画
図
表
示
の
と
お
り
」

 
 理
由

 
東
京
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校
周
辺
地
区
の
建
物
の
不
燃
化
を
促
進
す
る
た
め
、
都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業
の

 
導
入
に
鑑
み
、
都
市
防
災
と
土
地
利
用
上
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
高
度
地
区
を
変
更
す
る
。

 

 
イ

 
一

定
の

一
団

の
土

地
の

区
域

に
つ

い
て

、
基

準
法

第
８

６
条

第
２

項
（

同
法

第
８

６
条

の
２

第
 

８
項

に
お
い

て
こ

れ
ら

の
規

定
を

準
用

す
る

場
合

を
含

む
。
）
の

規
定

に
よ

り
、

当
該

区
域
内
に

 
存

す
る

こ
と

と
な

る
各

建
築

物
の

一
の

敷
地

と
み

な
す

敷
地

に
つ

い
て

は
、

当
該

一
定

の
一

団
の

土
地

の
区
域

を
こ

れ
ら

の
建

築
物

の
一

の
敷

地
と

み
な

し
、

こ
の

規
定

を
適

用
す

る
。

 
２

 
既

存
不

適
格

建
築

物
等

に
対

す
る

適
用

の
除

外
 

こ
の

規
定

の
適

用
の

際
、

現
に

存
す

る
建

築
物

又
は

現
に

建
築

、
修

繕
若

し
く

は
模

様
替

の
工

事

中
の

建
築

物
が

当
該

規
定

に
適

合
し

な
い

部
分

を
有

す
る

場
合

に
お

い
て

は
、

当
該

建
築

物
の

部
分

に
対

し
て
は

、
当

該
規

定
は

適
用

し
な

い
。

 
３

 
許

可
に

よ
る

特
例

 
次

の
各

号
の

一
に

該
当

す
る

建
築

物
で

特
定

行
政

庁
（

当
該

建
築

物
に

関
す

る
建

築
基

準
法

上
の

事
務

に
つ
い

て
権

限
を

有
す

る
特

定
行

政
庁

を
い

う
。
以

下
同
じ

。）
が
許

可
し

た
も

の
に

つ
い

て
は
、

こ
の

規
定

は
適

用
し

な
い

。
た

だ
し

、
第

２
号

の
規

定
に

つ
い

て
、

特
定

行
政

庁
が

許
可

す
る

も
の

は
斜

線
型

高
さ

制
限

に
お

い
て

、
高

さ
を

算
定

す
る

と
き

に
限

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
特

定
行

政
庁

は
、

第
２

号
又

は
第

３
号

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
許

可
す

る
と

き
は

、
あ

ら
か

じ
め

建
築

審
査

会
の
同

意
を

得
る

も
の

と
す

る
。

 
(1

) 
 都

市
計

画
と

し
て

決
定

し
た

一
団

地
の

住
宅

施
設

に
係

る
建

築
物

で
土

地
利

用
上

適
当

と
認

め

ら
れ

る
も
の

 
(2

) 
 建

築
基
準

法
施

行
令
（
昭

和
２

５
年

政
令

第
３

３
８

号
）
第

１
３

６
条
に

定
め

る
敷

地
内
空

地
及

び
敷

地
規

模
を

有
す

る
敷

地
に

総
合

的
な

設
計

に
基

づ
い

て
建

築
さ

れ
る

建
築

物
で

、
市

街
地

の

環
境

の
整
備

改
善

に
資

す
る

と
認

め
ら

れ
る

も
の

 
(3

) 
 そ

の
他
公

益
上

や
む

を
得

な
い

と
認

め
、
又

は
周

囲
の
状

況
等

に
よ

り
環

境
上

支
障

が
な

い
と

認

め
ら

れ
る
建

築
物

 

 

種
類

 
面

積
 

建
築
物
の
高
さ
の

高
限
度
又
は

低
限
度

 
備

考

【 低 限 度 】 

既
決
定
地
区

 
 
方
南
通
り
地
区

 
 平

和
の

森
公

園

周
辺
地
区

 
 環

状
７

号
線

中

野
地
区

 

約
 
 
 

ha
 

75
.7

 

建
築

物
の

高
さ

（
地

盤
面

か
ら

の
高

さ
に

よ
る

。
以

下
同

じ
。）

の
低
限

度
は

７
メ

ー
ト

ル
と

す
る

。
た

だ
し
、
次

の

各
号

の
一

に
該

当
す

る
建

築
物

又
は

建
築

物
の

部
分

に
つ

い

て
は

、
こ
の

規
定

は
適

用
し

な
い

。
 

(1
) 
都

市
計

画
施

設
の

区
域

内
の

建
築

物
 

(2
) 
高

さ
が

７
メ

ー
ト

ル
未

満
の

建
築

物
の

部
分

の
水

平
投

影
面

積
の

合
計

が
建

築
面

積
の

２
分

の
１

未
満

か
つ

１

０
０

平
方
メ

ー
ト

ル
未

満
の

建
築

物
の

当
該

部
分

 
(3

) 
増

築
又

は
改

築
に

係
る

建
築

物
で

当
該

増
築

又
は

改
築

が
建

築
基

準
法

施
行

令
（

昭
和

２
５

年
政

令
第

３
３

８

号
）

第
１

３
７

条
の

１
０

第
１

号
及

び
第

２
号

に
定

め

る
範

囲
の
も

の
 

(4
) 
附

属
建

築
物

で
平

屋
建

の
も

の
（

建
築

物
に

附
属

す
る

門
又

は
へ
い

を
含

む
。）

 
(5

) 
地

下
若

し
く

は
高

架
の

工
作

物
内

又
は

道
路

内
に

設
け

る
建

築
物
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
も

の
 

(6
) 
そ

の
他

の
建

築
物

で
特

定
行

政
庁

（
当

該
建

築
物

に
関

す
る

建
築

基
準

法
上

の
事

務
に

つ
い

て
権

限
を

有
す

る

特
定

行
政
庁

を
い

う
。）

が
公
益

上
又

は
土

地
利
用

上
や

む
を

得
な
い

と
認

め
て

許
可

し
た

も
の

 

 

新
規
指
定
地
区

 
 東

京
大

学
附

属

中
等

教
育

学
校

周
辺
地
区

 

約
 
 
 

ha
 

20
.3

 

小
計

 
約
 
 
 

ha
96

.0
 

（
75

.7
）

 

 
合

計
 

 

約
 
 
 

ha
1,

55
5.

8 
（

1,
53

5.
5）

 
 

種
類

 
面

積
 

建
築
物
の
高
さ
の

高
限
度
又
は

低
限
度

 
備

考

【 高 限 度 】 

第
1
種

高
度
地
区

 

約
 
 
 

ha
 

 
60

2.
5  

建
築

物
の

各
部

分
の

高
さ

（
地

盤
面

か
ら

の
高

さ
に

よ

る
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
当
該
部
分
か
ら
前
面
道
路
の
反
対

側
の

境
界

線
又

は
隣

地
境

界
線

ま
で

の
真

北
方

向
の

水
平

距
離

の
０

．
６

倍
に

５
メ

ー
ト

ル
を

加
え

た
も

の
以

下
と

す
る
。

 

 

第
２
種
高
度
地
区

 

約
 
 
 

ha
 

 
60

0.
5  

建
築

物
の

各
部

分
の

高
さ

は
、

当
該

部
分

か
ら

前
面

道

路
の

反
対

側
の

境
界

線
又

は
隣

地
境

界
線

ま
で

の
真

北
方

向
の

水
平

距
離

が
８

メ
ー

ト
ル

以
内

の
範

囲
に

あ
っ

て

は
、

当
該

水
平

距
離

の
１

．
２

５
倍

に
５

メ
ー

ト
ル

を
加

え
た

も
の

以
下

と
し

、
当

該
真

北
方

向
の

水
平

距
離

が
８

メ
ー

ト
ル

を
超

え
る

範
囲

に
あ

っ
て

は
、

当
該

水
平

距
離

か
ら

８
メ

ー
ト

ル
を

減
じ

た
も

の
の

０
．

６
倍

に
１

５
メ

ー
ト
ル
を
加
え
た
も
の
以
下
と
す
る
。

 

第
３
種
高
度
地
区

 

約
 
 
 

ha
 

 
25

6.
8 

建
築

物
の

各
部

分
の

高
さ

は
、

当
該

部
分

か
ら

前
面

道

路
の

反
対

側
の

境
界

線
又

は
隣

地
境

界
線

ま
で

の
真

北
方

向
の

水
平

距
離

が
８

メ
ー

ト
ル

以
内

の
範

囲
に

あ
っ

て

は
、

当
該

水
平

距
離

の
１

．
２

５
倍

に
１

０
メ

ー
ト

ル
を

加
え

た
も

の
以

下
と

し
、

当
該

真
北

方
向

の
水

平
距

離
が

８
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
範

囲
に

あ
っ

て
は

、
当

該
水

平
距

離
か

ら
８

メ
ー

ト
ル

を
減

じ
た

も
の

の
０

．
６

倍
に

２
０

メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
も
の
以
下
と
す
る
。

 
小

計
 

約
 
 
 

ha
 

1,
45

9.
8 

 

１
 

制
限
の

緩
和

 
(1

) 
 こ

の
規

定
の

適
用

に
よ

る
隣

地
と
の

関
係

等
に

よ
る

緩
和

に
関

す
る

措
置

は
、

次
の

各
号

に
定

め
る

と
こ
ろ

に
よ

る
。
た
だ

し
、
イ

の
規
定
に
つ
い
て
は
、
北
側
の
前
面
道
路
又
は
隣
地
と
の
関

係
に

つ
い
て

の
建

築
物

の
各

部
分

の
高
さ
の

高
限
度
（
以
下
「
斜
線
型
高
さ
制
限
」
と
い
う
。
）

が
定

め
ら
れ

て
い

る
場

合
に

お
い

て
、
そ
の
高
さ
を
算
定
す
る
と
き
に
限
る
。

 
ア

 
北

側
の

前
面

道
路

の
反

対
側

に
水
面
、
線
路
敷
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
水
面

等
」

と
い

う
。
）

が
あ

る
場

合
又

は
敷
地
の
北
側
の
隣
地
境
界
線
に
接
し
て
水
面
等
が
あ
る
場
合

に
お

い
て

は
、

当
該

前
面

道
路

の
反

対
側

の
境

界
線

又
は

当
該

水
面

等
に

接
す

る
隣

地
境

界
線

は
、

当
該
水

面
等

の
幅

の
２

分
の

１
だ
け
外
側
に
あ
る
も
の
と
み
な
す
。

 
イ

 
敷

地
の

地
盤

面
が

北
側

の
隣

地
（
北
側
に
前
面
道
路
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
前
面
道

路
の

反
対

側
の

隣
接

地
を

い
う

。
以
下
同
じ
。
）
の
地
盤
面
（
隣
地
に
建
築
物
が
な
い
場
合
に
お

い
て

は
、

当
該

隣
地

の
平

均
地

表
面
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
よ
り
１
メ
ー
ト
ル
以
上
低
い
場
合

に
お

い
て
は

、
当

該
敷

地
の

地
盤

面
は
、
当
該
高
低
差
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
を
減
じ
た
も
の
の
２
分

の
１

だ
け
高

い
位

置
に

あ
る

も
の
と
み
な
す

 
(2

) 
一

の
敷
地

と
み

な
す

こ
と

等
に

よ
る
緩
和
の
措
置
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

 
ア

 
建

築
物

の
敷

地
又

は
建

築
物

の
敷

地
以

外
の

土
地

で
二

以
上

の
も

の
が

一
団

地
を

形
成

し
て

い
る

場
合
に

お
い

て
、
建

築
基
準
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
０
１
号
、
以
下
「
基
準
法
」
と
い

う
。
）

第
８

６
条

第
１

項
（

同
法

第
８
６
条
の
２
第
８
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る

場
合

を
含

む
。
）

の
規

定
に

よ
り

一
又
は
二
以
上
の
建
築
物
の
一
の
敷
地
と
み
な
す
敷
地
に
つ
い

て
は

、
当

該
一
団

地
を

当
該

一
又

は
二
以
上
の
建
築
物
の
一
の
敷
地
と
み
な
し
、
こ
の
規
定
を
適

用
す

る
。

 

 

5 



変
更
概
要

 
 

番
号

 
変
更
箇
所

 
変

更
前

 
変

更
後

 
面

積
 

備
考

①
～
⑧

 
弥

生
町

一
丁

目
、

弥
生

町
三

丁

目
、
弥
生
町
四
丁
目
、
南
台
一
丁

目
及
び
南
台
二
丁
目
の
各
地
内

 
指
定
な
し

 
低
限
高
度
地
区

（
7ｍ

）
 

約
 
 
 

ha
 

20
.3

 
 

 

  
変
更
前

 
変
更
後

 
備
考

 

【 高 限 度 】 

１
 
規
制
の
緩
和

 
こ
の
規
定
の
適
用
の
緩
和
に
関
す
る
措
置
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

 
  

(1
) 
北
側
の
前
面
道
路
の
反
対
側
に
水
面
、
線
路
敷
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
水
面
等
」

と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
又
は
敷
地

の
北
側
の
隣
地
境
界
線
に
接
し
て
水
面
等
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、

当
該

前
面

道
路

の
反

対
側

の
境

界
線

又
は

当
該

水
面

等
に

接
す

る
隣

地
境

界
線

は
、

当
該

水
面

等
の
２
分
の
１
だ
け
外
側
に
あ
る
も
の
と
み
な
す

 
(2

)  
敷
地
の
地
盤
面
が
北
側
の
隣
地
（
北
側
に
前
面
道
路
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
前
面
道
路
の

反
対
側
の
隣
接
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
地
盤
面
（
隣
地
に
建
築
物
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
隣
地
の
平
均
地
表
面
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
よ
り
１
メ
ー
ト
ル
以
上
低
い
場
合
に
お
い
て
は

、

当
該

敷
地

の
地

盤
面

は
、

当
該

高
低

差
か

ら
１

メ
ー

ト
ル

を
減

じ
た

も
の

の
２

分
の

１
だ

け
高

い
位

置
に
あ
る
も
の
と
み
な
す

 
 

２
 
一
定
の
複
数
建
築
物
に
対
す
る
制
限
の
特
例

 
一

団
地

内
に

２
以

上
の

構
え

を
な

す
建

築
物

を
総

合
的

設
計

に
よ

っ
て

建
築

す
る

場
合

又
は

一
定

の

一
団

の
土

地
の

区
域

内
に

現
に

存
す

る
建

築
物

の
位

置
及

び
構

造
を

前
提

と
し

て
総

合
的

見
地

か
ら

し

た
設

計
に

よ
っ

て
当

該
区

域
内

に
建

築
す

る
場

合
に

お
い

て
、

建
築

基
準

法
（

昭
和

２
５

年
法

律
第

２

０
１

号
）

第
８

６
条

第
１

項
又

は
第

２
項

（
第

８
６

条
の

２
第

８
項

に
お

い
て

こ
れ

ら
の

規
定

を
準

用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
一
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
建
築
物
は

、

こ
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
一
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
す
。

 
   ３
 
既
存
不
適
格
建
築
物
等
に
対
す
る
適
用
の
除
外

 
こ

の
規

定
の

適
用

の
際

、
現

に
存

す
る

建
築

物
又

は
現

に
建

築
、

修
繕

若
し

く
は

模
様

替
の

工
事

中

の
建

築
物

が
当

該
規

定
に

適
合

し
な

い
部

分
を

有
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
建

築
物

の
部

分
に

対

し
て
は
、
当
該
規
定
は
適
用
し
な
い
。

 
４
 
許
可
に
よ
る
特
例

 
次

の
各

号
の

一
に

該
当

す
る

建
築

物
で

特
定

行
政

庁
（

当
該

建
築

物
に

関
す

る
建

築
基

準
法

上
の

事

務
に
つ
い
て
権
限
を
有
す
る
特
定
行
政
庁
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
許
可
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ

の
規

定
は

適
用

し
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
特

定
行

政
庁

は
、

第
２

号
又

は
第

３
号

に
該

当
す

る

も
の
に
つ
い
て
許
可
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
建
築
審
査
会
の
同
意
を
得
る
も
の
と
す
る
。

 
  

(1
) 
都

市
計

画
と

し
て

決
定

し
た

一
団

地
の

住
宅

施
設

に
係

る
建

築
物

で
土

地
利

用
上

適
当

と
認

め
ら

れ
る
も
の

 
(2

) 
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
２
５
年
政
令
第
３
３
８
号
）
第
１
３
６
条
に
定
め
る
敷
地
内
空
地
及
び

敷
地

規
模

を
有

す
る

敷
地

に
総

合
的

な
設

計
に

基
づ

い
て

建
築

さ
れ

る
建

築
物

で
市

街
地

の
環

境
の

整
備
改
善
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

 
(3

) 
そ
の
他
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
、
又
は
周
囲
の
状
況
等
に
よ
り
環
境
上
支
障
が
な
い
と
認
め

ら
れ
る
建
築
物

 

１
 
制
限
の
緩
和

 
(1

)  
 こ

の
規

定
の

適
用

に
よ

る
隣

地
と

の
関

係
等

に
よ

る
緩

和
に

関
す

る
措

置
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る

と
こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ
し
、
イ
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
北
側
の
前
面
道
路
又
は
隣
地
と
の
関
係
に
つ
い

て
の

建
築

物
の

各
部

分
の

高
さ

の
高

限
度

（
以

下
「

斜
線

型
高

さ
制

限
」

と
い

う
。
）

が
定

め
ら

れ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
高
さ
を
算
定
す
る
と
き
に
限
る
。

 
ア

 
北
側
の
前
面
道
路
の
反
対
側
に
水
面
、
線
路
敷
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
水
面
等
」

と
い

う
。
）
が
あ

る
場

合
又
は

敷
地

の
北
側

の
隣

地
境
界

線
に

接
し
て

水
面

等
が
あ

る
場

合
に
お

い
て

は
、
当
該
前
面
道
路
の
反
対
側
の
境
界
線
又
は
当
該
水
面
等
に
接
す
る
隣
地
境
界
線
は
、
当
該
水
面
等

の
幅
の
２
分
の
１
だ
け
外
側
に
あ
る
も
の
と
み
な
す
。

 
イ
 
敷
地
の
地
盤
面
が
北
側
の
隣
地
（
北
側
に
前
面
道
路
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
前
面
道
路
の

反
対

側
の
隣
接

地
を

い
う
。

以
下

同
じ

。）
の

地
盤
面
（

隣
地

に
建
築

物
が

な
い
場

合
に

お
い
て

は
、

当
該

隣
地
の
平

均
地

表
面
を

い
う

。
以
下

同
じ

。
）
よ
り

１
メ

ー
ト
ル

以
上

低
い
場

合
に

お
い
て

は
、

当
該
敷
地
の
地
盤
面
は
、
当
該
高
低
差
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
を
減
じ
た
も
の
の
２
分
の
１
だ
け
高
い
位
置

に
あ
る
も
の
と
み
な
す

 
(2

)  
一
の
敷
地
と
み
な
す
こ
と
等
に
よ
る
緩
和
の
措
置
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

 
ア

 
建

築
物

の
敷

地
又

は
建

築
物

の
敷

地
以

外
の

土
地

で
二

以
上

の
も

の
が

一
団

地
を

形
成

し
て

い
る

場
合

に
お
い
て
、

建
築
基
準
法

（
昭
和
２
５

年
法
律
第
２

０
１
号
、
以

下
「
基
準
法

」
と
い
う
。
）

第

８
６
条
第
１
項
（
同
法
第
８
６
条
の
２
第
８
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
一
又
は
二
以
上
の
建
築
物
の
一
の
敷
地
と
み
な
す
敷
地
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
団
地
を

当
該
一
又
は
二
以
上
の
建
築
物
の
一
の
敷
地
と
み
な
し
、
こ
の
規
定
を
適
用
す
る
。

 
イ

 
一
定
の
一
団
の
土
地
の
区
域
に
つ
い
て
、
基
準
法
第
８
６
条
第
２
項
（
同
法
第
８
６
条
の
２
第

 
８
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
区
域
内
に

 
存
す
る
こ
と
と
な
る
各
建
築
物
の
一
の
敷
地
と
み
な
す
敷
地
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
定
の
一
団
の
土
地

の
区
域
を
こ
れ
ら
の
建
築
物
の
一
の
敷
地
と
み
な
し
、
こ
の
規
定
を
適
用
す
る
。

 
２

 
既
存
不
適
格
建
築
物
等
に
対
す
る
適
用
の
除
外

 
こ
の
規
定
の
適
用
の
際
、
現
に
存
す
る
建
築
物
又
は
現
に
建
築
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
の
工
事
中
の

建
築
物
が
当
該
規
定
に
適
合
し
な
い
部
分
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
建
築
物
の
部
分
に
対
し
て

は
、
当
該
規
定
は
適
用
し
な
い
。

 
３
 
許
可
に
よ
る
特
例

 
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
建
築
物
で
特
定
行
政
庁
（
当
該
建
築
物
に
関
す
る
建
築
基
準
法
上
の
事
務

に
つ

い
て

権
限

を
有

す
る

特
定

行
政

庁
を

い
う

。
以

下
同

じ
。
）

が
許

可
し

た
も

の
に

つ
い

て
は

、
こ

の

規
定
は
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
第
２
号
の
規
定
に
つ
い
て
、
特
定
行
政
庁
が
許
可
す
る
も
の
は
斜
線
型

高
さ
制
限
に
お
い
て
、
高
さ
を
算
定
す
る
と
き
に
限
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
特
定
行
政
庁
は
、
第
２

号
又
は
第
３
号
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
許
可
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
建
築
審
査
会
の
同
意
を
得

る
も
の
と
す
る
。

 
(1

) 
 都

市
計

画
と

し
て

決
定

し
た

一
団

地
の

住
宅

施
設

に
係

る
建

築
物

で
土

地
利

用
上

適
当

と
認

め
ら

れ

る
も
の

 
(2

) 
 建

築
基

準
法

施
行

令
（

昭
和

２
５

年
政

令
第

３
３

８
号

）
第

１
３

６
条

に
定

め
る

敷
地

内
空

地
及

び

敷
地
規
模
を
有
す
る
敷
地
に
総
合
的
な
設
計
に
基
づ
い
て
建
築
さ
れ
る
建
築
物
で
、
市
街
地
の
環
境
の

整
備
改
善
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

 
(3

) 
 そ

の
他

公
益

上
や

む
を

得
な

い
と

認
め

、
又

は
周

囲
の

状
況

等
に

よ
り

環
境

上
支

障
が

な
い

と
認

め

ら
れ
る
建
築
物

 
 

既
決
定
計
画
書
中
「
２
一
定
の
複
数
建

築
物
に
対
す
る
制
限
の
特
例
」
を
建
築

基
準
法
の
改
正
を
ふ
ま
え
て
変
更

 

   

6 



東
京
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
（
中
野
区
決
定
）

 
 都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

 
面
積
欄
の

( 
)内

は
変
更
前
を
示
す
。

 
種

類
 

面
積

 
備

考
 

防
火
地

域
 

約
 
 
 
 

ha
 

37
6.

5 
（

36
0.

9）
 

 

準
防
火
地
域

 
約
 
 
 
 

ha
 

1,
18

2.
5 

（
11

98
.1
）

 
 

合
計

 
約
 
 
 
 

ha
 

1,
55

9.
0 

（
1,

55
9.

0）
 

 

「
種
類
、
位
置
及
び
区
域
は
、
計
画
図
表
示
の
と
お
り
」

 
 理
由

 東
京
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校
周
辺
地
区
の
建
物
の
不
燃
化
を
促
進
す
る
た
め
、
都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業
の

 
導
入
に
鑑
み
、
都
市
防
災
と
土
地
利
用
上
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
を
変
更
す
る
。

 
 7 



変
更
概
要

 
 

番
号

 
変
更
箇
所

 
変

更
前

 
変

更
後

 
面

積
 

備
考

 

②
、
④
、

⑤
、
⑦
、

⑧
 

弥
生

町
一

丁
目

、
弥

生
町

三
丁

目
、
弥
生
町
四
丁
目
、
南
台
一
丁

目
及
び
南
台
二
丁
目
の
各
地
内

 
準
防
火
地
域

 
防
火
地
域

 
約
 
 

ha
 

15
.6

 

 

 
                                           8 
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